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クェーサーの金属量測定は高赤方編移における宇宙の化学進化を理解する上で非常に有益である。クェーサー
の広輝線領域（BLR）の金属量（ZBLR）診断には多くの場合窒素の輝線を用いて診断され、一般的なクェーサー
の場合 ZBLR > Z⊙であると知られている（Nagao et al. 2006）。
最近一般的なクェーサーと比べて非常に窒素の輝線の強いクェーサー（Nitrogen-loudクェーサー; N-loudクェー

サー）が発見されてきている。それらのZBLRを見積もるとZBLR > 10Z⊙という極めて大きな値になり（Baldwin
et al. 2003）、従来の銀河化学進化モデルで説明することは困難である（Hamann & Ferland 1993）。一方で窒
素の存在量が多いだけではという指摘もある（Jiang et al. 2008）。そこで我々は N-loudクェーサーの実態を明
らかにするため、N-loudクェーサーのひとつである SDSS J1707+6443 (z = 3.1) の近赤外スペクトルをすばる
望遠鏡MOIRCSにより取得した。その結果、非常に等価幅の大きな [O III]が検出され、この天体の狭輝線領域
(NLR) における金属量 (ZNLR) が高くないことが分かった。このことは、ZBLRも金属量が高くないか、あるい
は ZBLRと ZNLRが一致していないかのいずれかを示唆するもので、いずれの場合でもN-loudクェーサーが母銀
河スケールで非常に金属量が高いというシナリオは棄却される。更に、NLR輝線強度比の解析より、本天体の母
銀河では kpcスケールで高密度ガスが分布していて、激しい星形成と関連があるかもしれないことが示唆された。
本講演ではこれらの結果について報告する（Araki et al. in prep.）。


